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蕗皿　恩歴町あ`宅｢触る金波凋】砲金

平成2年度弟1 8

回あすなろ会冶金

姓5月27日午前

11時より午後2

の予定で始まりま

ました｡午前中は

難病連の常任理事

本間勇氏の来賓の

挨拶で始まり_　つ

づいて北海道々轟

会浅見大横晃先生のrご挨拶Jが浪わりまして稔会に入り正午で耗わり､そのあとは暴食

をとりながら当日特別にrボランティア｣の方々に来て戴きまして､全日本大正琴指導者

協会の支部長田村塩先生と生徒さんの大正琴の改葬に耳を僻け､心がやすらむ気符にさせ

て戴きました.本当に有難う御座居ました｡又.当日の医ま相淡会には思いがけなくも

r手稲渓仁全病院Jからはr消化阜科主任医長の鈴木先生jが見える所を,急用の為r

久鐘樽士院長先生Jが出席して下さいまして大変光栄に患って居ります.さてこの度は

会が嘩群¢潜かけで無事に終わり,特に前久保族長先生を四んでの親盛会にはとても深い

暮義が有り,出席者の会見の皆さんも喜んでいただけたと思っています.本当に一日ご苦

労様でした.

<　稔会の出欠}-ガキの枚数lま1　3　2枚　出

席者数一ま1　6枚_　欠席者数一ま3　2枚でした

総会出席者lま2 1名　(家族1名)　を含む>



勇等1 8回あすなろ回定期給金

会長･救済連常任理事の本間棟より一書ご挨拶を,お蔽い致します｡

理事･皆様御苦労様です･本日は　代表理事の三乱伊#専務理乱菅虜が_欧州へ祝

祭旅行に出ておりますので･私がかわって皆様に一書ご挨拶を申し上げます｡昨年私共の

活動にとって,五つの大きな出来事が有りました.第-は､ ∫ PC日本息者家族団体の国

会藷演が･衆議屍におきまして､全会派菅成で､全項目が採択された.単軌こ選挙という

V'･手法保馴こな-ている｡車二lま･ I R航垂運賃などの内部疾点者の那帆遺脱
大された.秦三は､重度障著者の意思伝達装置の生活用兵が冶付対我になっていら.

雰四は.人工呼吸番が.在宅でも健康保険が通用される.第五はー札幌市法会に於いて全

身性重度障害者介助人派法事菜と､札幌市立病院に於いて,相義貞である､医点ソシャル

ワーカーを置く事を本年度より決まった｡日に見えないもので.医廉法改正､健康僅牧､

脳死の問題､今問題になっている医涙旬理など､さまざまな分野にわたって.私達は発音

と行動力が､大きな好響となって表れている.北海道弁済連に新しく二つの部会が発足し

ました.一つはー　北海道低肺悪声会と濃癌性大畑炎･クローン病友の会が発足した.即病と

諸問題に加えて所属する団体の地域北海道全国の活動と道難病連の活動が限りなく困発な

兼題が､ますます増えています.その中で私達は､二十六部会と力を合わせて_　部会-つ

●まなく･さまざまな病気息着金の取り巻く藻場のなかで･これに対処して行きたいとお

もいます｡どうか皆様の絶大なる協力を今後共宜しくお巌いします.

会長･　どうも有難うございました｡　続きまして北海道道社会法具　大境晃浅見並搬

札幌葡医協中央病院の名誉坑長です｡私達あすなろ会括成以来十八年間お付き合いをして

戴いております.難病に御理解をして下さる偉大な先生です｡皆さん,先生のご浅才を_

お冊き下さい.

大横浅丘･　皆さんこんにちは､大様でございます,あすなろ会の冶金はー毎年参加さ
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せて戴いてます･滅多に卓を合わせない方もいらっしゃるのですが,又今日も懐かしいお

Biを拝見させていただいてます｡今も_お話に有りましたーあすなろ会が出来た十八年乱

当時大動脈症候群が中心になり作られた｡当時は色々な息者会が.どんどん出来てきて病

気で一つの患者会を作られない比較的教の少ない息者さんたちが集まって出来たのがあす

なろ会ですね･その性格はいまも変わってない.息者会が出来て,その都度送り出した方

は淋みしくなる･考えようによっては同じ病気で集まるのも良いが_それぞれ違う病気が

集まり,それぞれの病気について理解を蔑め合い､病気が違っていても皆さんが共通して

持っている儲みや要求があると思う.その様な問軌こついてより深く畿資をしていく-

難病連動に.大きな日額があると患う.背痛連の中でも､大きな役割を果たしていると思

う｡是非-その点に自倍を持ち責狙って下さい.私は道法会の中で､たった一人難病専門

の医師です.長年難病の事を､法会に放り上げてます｡最近ですと.長年の愚案であった

内部障害者のJR,航垂乱国にも道にも働きかけて要望意見書を付けて､私も厚生省に

行き_やっと法案が通りました｡今日の法案の中にも出ておりますが.実態封童を早くし

てほしいと出ておりますが,十三年前に兼清連が独自に_封壷をして部厚い稚病自書を出h,

した｡難病センター建設とか､難病連　が道に働きかける大きな力になった｡当時は息者

さんたちが.手弁当でした｡これではいけないと言う事でー一昨年の歓の法会で､この間

題を故I)上げ､道としての封査を衰任を持ってし,予葬を叔んで実現したのが現在の

現壷です｡美原にするのは,難病連と点者会です｡今後とも.皆棟達のご要望を開き

ら尭病連が充実するように頑張って行きます｡国全体の医漢や福祉は戎念乍ら皆様方が腐

っている現実と比､逆行するJ:うな事が強くなっている事を認めざるをえません｡おおき

な問題は-医療法の改正です｡近々,国会で提出する也集として出る事になってます.帯

革に言いますと一癖既と言うのは,大きな病院小さな病坑公立清境民何の病段と,色々と

有ります｡病暁であれば機械を軌､て､どんな沿廉をしても良い訳です｡専門医が居るか

どうかは高度な検査や治まをするのですが､法的にはどこでも治まが出来る事になって
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いる･札軌こ住んで居る人比大学病院にも行けるし開業医にも行けて選べるが地方に住ん

でいる方は､発病専門医が居ない｡特殊な冷凍を受けたい思うと旭川まで行かなければな

らないと言う事で_推内とか地方の都市では専門医を置いてほしいと思い皆さんが要望し

ている.今は困難があるが.法的には出来る革です｡今後の医療法の改正で病院を色々な

ランクに分ける高度医虎をする地合病暁や大学病院など病理型病院と言って長期の慢性病

息者を診療する病院と一般病院です｡高度医虎の捻合病床や大学病炭は､頗介状がなけれ

ば行けないし自分であの先生に見てほしいと患っても診祭してもらえない.その横になっ

●います｡すでに~部で始まっている､病理病院と言うと医者や君津舟さんは少なくて良

いと言われ,今でも看護婦不足です｡法律で看護婦さんは少なくても良いとなるとますま

す藻劫です.私達は医者や治療にたづさわる者として,貴方の病院では,この様な高い横

機を入れてはいけないとか言われると､良い診廉をしたいと思っても出来ない状腰です｡

医廉を受ける患者個からすると大変な事です｡その様な事になったら大変ですので皆さん

もこの様な問題に園心を持って下さい.要求を実現させる為にも皆様が芦を上げてくださ

い｡私は道法になり､七年になりますが発病の問題や医虎の問題を取I)上げてきましたが

最近五月重点会では看護婦不足の問題を取り上げました｡道がしぶしぶ出した資料によと

六十三年度現在では四千人の看護婦さんが不足している.大きな病抗へ行くと看護婦さん

が大勢居る様に見えるが,どんどん医廉が進歩し患者さんが夜中に具合が悉くなり.看課

tさんが.走｡まわっている状虚です.ナースコールを押しても中々看護婦さんが来ても

らえない､小さい病院や地方へ行くと.国の故律で決められている定数もみたされて居な

い所も半分近くある｡この様な状鹿なので_労働強化で体を悪くしてどんどん辞めて行く,

ますます看護婦さんが不足する｡息者さん個からすると.安心して入院出来ない状恵にな

ります｡この問責を取り上げて道の方は平成六年度ぐらいになったら何とか解消すると言

ったが_色々と追求しましたら､不充分だったと言う革で見直しさせる事になった.平尽

三年度に見直すと答弁しておりました｡色々な問題で顧虫っておりますので.今B鵬
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では.色々な意見を出されると患いますので是非役月の方後で点者ですので冊かせでいた

だきまして,皆様の声として法会に持って行きたいと思います｡今日は良い御天気で各地

で運動会が行われている凍ですね.この様なElは､外でゆっくりと.太陰の下で羽を伸ば

すと良いのでしょう｡会のJB会は,実り多い良い捻会になられます様に,一書ご挨拶を申

し上げます.

会長･　どうもお忙しい処有難うございました｡大横先生は,難病息者の為に今後共頑張

って戴きたく患います｡道法会等で大横先生の様な方が護且さんの中に.居なければ困る

のです.医療問題を取り上げてくれる先生は,ほどんと居ないのです｡来年l柑挙で●

で､これからも是非頑破って下さい｡有難うございました｡

会長･　昨年は四月･九月･十二月と三回救急車で運ばれまして,着果はバージャ病から

の狭心症です｡又いつ切れるかわからない病気に成りました.思っている事の半分も出来

ませんでした.その事について深くお詫びします｡本年度の予草案･決算報告･監査報告･

平成二年度の活動報告は陶山さんと書う事務局長がおりましたが_　子供さんが急に病気が

悉くなりましたので.東京で手相をする様になりました.現在は東京の病乾からの手術日

の連絡持ちをしている状鹿で,総会にも来られなくなり声した･途中で-これから読み上

げる加#さんが,急きJ:う蛾簿を頚か[)ました.中味は難病連の監査を通L)まして,しっ

かりしておりますが_不慣れな事で､何かと文句を書いたいと思っている方がいらっして

も､どうかその様な事情があ｡ましたので､お許しかたいと思います｡これから平点

年度の決算報告を加東さんからしてもらいます｡

加藤･　加藤です.不慣れで申し訳ございませんが､宜しくお巌いします｡ (以下冶金資

料春風)

安岡･　事菜版亮収入にお歳暮の亮り上げが入って居ないのですか?

会長･　お歳暮の売り上げは入っています.お歳暮の亮I)上げ還元金は一千円ちょっとで

す.庄可さんが買い求めてくれた分だけです｡
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質問･　皆さん歳暮の亮り上げに協力しておりますか?

会長･　会報の中に今回花火のお知らせを入れましたが,本当は入れてはいけない事にな

ってます,以前注意されました.三十五万四千二百四十五円は,花火を売った売り上げが

多い,碁金箱の収入は少ない.会費の親入牢が少ないので物品販売の売り上げ遠元金と道

ゐ補助金で会は運営されています.浪癌性大鹿炎･クローン病の会員さんが､今年からあ

すな各会から扱けましたので､以前よりもあすなろ会の会費が少なくなってます.地方の

金脈んもふくめて.あすなろ会の会員教育三十二名に対して､会費の加入令が少ないの

●はかかと電話の剛､合わせが有｡ました｡会費の加入率が悉く三分の一の会見さんか

らしか会費が納入されていませんと説明すると舶特していただきました｡あすなろ会の会

員さんは病状の重い方が多く会夷を加入していただける方が少ない.支払の出来ない方に

無理矢理収めてもらおうとは考えて居らず､地元で多く花火を完るか_街頭募金に立つか､

ハイヤー会社の方々に協力してもらって実ってもらっていも.その活動も二名か三名で動

いております.一人年間十五万円位還元されてます,地方の方も東襲っていただけると有

井いと息います.

質問･商品のメーカーは良いのですか?

会長･メ-カーは絶対に問題はないです｡現在一万円の時計が有I)ます,メーカー希望

価格が三万円ですが,一万円で会見さんに克ってもらい,会に千円の還元金が入ります｡

嶋には九盲八十円で完,ている時計で充分と考えている人が多くなったせいか_時計は.

又ってくれないのです.売れるのは難しいですね｡

質問･鑑査報告書の宛名が北海道難病連になっているが,あすなろ会の監査報告書では

ないのですか?

会長･　これは間違いで､宛名比あすなろ会です｡難病連の監査報告書を,そのまま使用

しています､事務局が変わり不慣れで申し訳ありません.監査は難病連の職長が立会いで

監査し,後日　あすなろ会の監査が有りますので､報告書は間違いありません｡
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第1 7r亘可

難病患者･陣等者と家族の全道集会

去る7月28日(土)午後1時30分より(道庁別館)にて難病遊金道雄

会が開催されました｡会場a)中は熱気でむんむんしておりましたが,

*閑会の換拶につづいて,

*記念添削まr新しい時代の医師と点者の関係｣　　　　　●

*辞師米北海道医師会常任理事方披見康雄先生

のお話の後･会場より大盛り5丁目まで市内パレード解散する｡

あすなろ会の参加者は20名但し交流会の時は18名参加でした｡

* (来年度の全道集会は洞爺湖の予定いです｡ぜひ多数参加しましょう｡ 9



バレ-卜でアピール(北海道)

事務局　だ　よ　り

こ最近会員さんの住所不明･氏名変更があいついで居りまして. rあすなろ

会｣に変更の連弟が入りませんので大変困って居ります.又たまに連絡が

有りますと難病連の方に入れる方が居りますが､なるべく　r個人参加部会

あすなろ会J　宛に連銘を下さい.お廉い致します｡もちろん退会される方

も是非お知らせ下さい｡財虎が困難なおり宜しくご協力下さい｡
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け
て
い

ま
し
た
.
義
E
E
せ
き
で
は
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
福
祉
先
進
国
祝
辞
の
抜
放
か
ら
も
学
び

取
る
こ
と
が
で
き
た
理
念
を
基
本
に
､
地

域
の
息
着
金
活
動
は
正
賓
な
社
会
粗
放
の

一
部
で
あ
り
､
自
分
の
珂
気
や
韓
R
J
け

に
と
ら
わ
れ
な
い
将
来
と
国
民
の
全
て
に

向
け
ら
れ
る
活
動
が
こ
れ
か
ら
の
息
着
金

括
勤
に
と
っ
て
王
事
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
.
妃
念
杜
抗
は
'
北
海
遇
医
師
会

常
任
理
事
の
万
政
見
群
雄
先
生
に
よ
る

｢
新
し
い
時
代
の
息
者
と
医
師
の
関
係
-

イ
ン
フ
t
I
ム
ド
･
コ
ン
セ
ン
ト
を
巡
っ

て
｣
を
テ
ー
マ
に
わ
か
り
や
す
く
丁
字
に

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
.

最
後
に
部
会
･
支
部
の
紹
介
を
行
い
､

集
会
決
壊
(
①
棒
痢
セ
ン
タ
ー
の
増
築
を

推
進
す
る
決
苦
学
A
y
点
垂
者
及
び
発

症
者
の
早
聖
乃
全
音
と
安
全
な
血
噸
i
3
(

剤
を
求
め
る
決
d
)
を
採
択
し
終
了
し
ま

し
た
.
市
街
パ
レ
ー
ド
は
､
会
場
か
ら
市
内
中

心
部
ま
で
の
約
1
キ
ロ
を
各
民
休
の
要
求

や
扱
い
を
穐
け
､
車
椅
子
や
車
に
乗
り
な

が
ら
の
人
達
と
と
も
に
行
進
し
ま
し
た
.

分
科
会
で
は
'
医
恐
扶
涙
金
'
交
沈
金

誓

竃

P

+

W

的

に

撃

地
方
か
ら
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
全
体
比
(

会
の
ほ
か
同
じ
粥
気
の
仲
間
と
の
交
流
の

墳
と
も
な
っ
て
い
ま
L
L
)
'



9月9　日まちにまっ

た合同レクリエー

ションがちぎき

ばら園で開催され

ました｡あすなろ

会からの参加者は

大人1 3名小人2

名､各自がすきな

専所でお弁当をた

べ　r盲方本のバラ



腰痛古こ　一つし-て　　その2

前回,日常生活上の注意と腰痛体操を御紹介しまし
たが今回は腰痛の原因となる代表的な病気と家庭で
できる手当てについて述べてみます｡

く腰痛の原因)
1.椎間板ヘルニア

3.ギックリ腰

●

I 0

㈲
'
T
D
S
露

骨
シ
間
し
脊

椎
ツ
稚
て
る
.

に
ク
る
し
い
る

様
て
い
だ
で
す

の
っ
て
び
つ
迫

図
あ
し
と
通
庄

骨

の
核
後
軽

に
を
間
剖
　
を

の
役
が
ろ
を

)

　

)

.

【

宅

.

_

～

巨

鶴. L::早

て

か
　
つ
り

力
い
た

弾
と
き

の
鹿
で

板
骨
が

間

,

の

椎
り
も

で
た
な

魚

っ

様

.

現
な
の
す

化
く
け
ま

老
な
と
し嘗

2

りたき
で
お
典
に
婆
と

く
す
に

よ
ま
ぐ
い

も
り
す
多

て
あ
っ
も

つ
も
ま
と

な
な
　
撮
と
に
こ

理
時
　
を
こ
様
う

無

た

　

ン

い

の

ま

.

を
げ
.
ゲ
な
板
し
す

物
上
す
ト
ち
か
て
で

い
ち
ま
ン
か
･
甲
つ
う

垂
持
し
レ
わ
背
な
よ



(家庭でできる急性期の手当て)
1.痛みが強い時は安静にします｡
2.急性期はズキン､ズキンとした痛みがあったり､

発赤がある時は袷やします｡
(身体を冷やさないように)

3.慢性的な痛みには腰痛体操を!

*痛みがおさまっても整形外科の診察を1度は
受けておきましょう｡

なと)

(ホット

牽
2.運動療法(腰痛体
3.装具療法(コルセ

中には腰痛体操をしてはいけないものや内科的
なものが原因のこともあるのでお医者さんに
相鼓しましょう｡

るのは

この原稿は定山渓渓仁全病院に勤務又rあすなろ会｣の役員でも有り

病院の理学療法士の橋本京子さんA) ･投稿です

1号

●

●

ク
法
ッ
虎
口
理
プ
物
軽

.

神
-

ま　　　ーで
法
法
法

科
療
廉
廉

外
術
物
学

形
手
薬
理

鶴

､
)
　
　
ー

ク

と

と

)

ツ
な
な
ー

パ
引
接
ツ

｡

使

　

き

す

を

　

で

ま

力

　

も

け
蔽
　
で

か

の

.

つ

を
身
う
い

担
全
よ
す

〉
負
で
し
ら
｡

勤
に
し
で
か
す

連
腰
用
る
か
で

い
は
利
え
も
換

悪
フ
を
い
金
体

､
ル
カ
と
お
痛

動
ゴ
浮
動
､
腰

運
や
は
適
し
り

い
球
泳
い
か
は

良
野
水
良
し
や

に磨
■
､
H
H
H
U

が

ル

　

も

J

t

を

す
カ
)
で
し
ム

で
る
と
く
粗
や

〉
と
す
な
な
骨
シ

?
こ
に
乳
で
う
ル

?
の
夫
牛
供
ま
カ

?
え
丈
､
子
し
に

事
ま
を
魚
の
て
め

食
り
骨
小
期
出
た

い
た
に
(
長
け
ぐ

良
あ
特
　
戚
溶
防

に腰
■
1
日
u
l
.
U

での-つ

辛

.
点
る
い
と
良
く
の
多
ス
を
ン
ム
ラ
エ
ワ

バ
シ

■
一カム
を
中
気
シ
病
う

ル

う

よ

カ
い
し

ら
と
ま

か
症
り

骨
う
と



おねがい

平成2年度も後半にはいり.だんだん寒くなり患者にとっては,やな孝雄

になりますが,会見の皆様東銀ってくださいね｡　rあすなろ会｣も再来年

は20周年を迎えるわけですが,今の役員の数ではとうていたりません,

そこで会のお手伝いをしてくださる札幌在住の会見さんをぜひお願いした

+:'三…三二三三1.ア≡…三ff三……芸:芸……r:i.≡≡…;≡言霊三:

宜しくお厨いいたします. ｢連鵜は0 1 1-7 1 1-0　59　6｣石川まで

篭好/詔宕.こ甥乾′′涙慧歳.ノ葛抄= ㌔

亀る7月28ひ発病連全道集会の後rあすなろ会｣の交流会の席上で､突

然会長が健康上の理由から辞職の申し出が有りましたが～ ′　　　　危急役員会を開き

まして､長年｢あすなろ会j　の為に尽く　してこられた会長を辞めさせる事

が出来ませんと言う事で､一時休職して戴くことに役且会で決定して.本

人の了解を取IJまして､来年の稔会までなんとか頑破って行く所存でL-I:･り

ますが皆様のご協力を宜しくお願い致します.

又.会員の皆様にはご心配を､おかけ致しまして深くお詫び致します｡

会見の皆様へ

12

役員一同より



J P C　全国~斉街頭署名

札幌地区街東署名参加は1 0月1 0　日歌勝の日各部会より5　0数名の参加

者があり, ｢あすなろ会｣は､会見2名外に千歳市より子供さんが　r白血

病｣をもった､おかあさん,と子供さん4名｡広島町より1名の計6名が

参加して下さいまして.街頭で一生席命ビラまきをしてくれました､私ど

も会員2名でも､子供たちは自分のことのように大人に負けないように.

わずか一時間でしたが最後まで東破って下さいました｡ほんとうに有難う

ございました｡来年は私たちも子供さんに負けないように頑張｡たいと●

もいます｡

萱露重畳重器吾妻壌者ら凱恒ひ.i ･とき

-  ′･▼   1-I･一一一一~一~

tl_′.__1__▲　-　J.71..㌧ー　　_　'b,_t I ′    -I

難病連が合同レクlJエー
･'J■tL　･

シ声ン　tf.

:=･85人が参加した合同レクリエ二一ション

13

家
族
に
､
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
い
1

日
篭
だ
竃
P
i
e
J
つ
=
A
)
.
 
L
u
l

年
･
1
回
潤
遅
い
填
ま
F
t
.
汁
.

i
J
 
T
の
日
延
長
と
濠
麿
ほ
か
だ

f
経
鰭

投
稿
よ
り

一
十
警
部
の
成
田
さ
ん
の
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F
'
姓
病
の
研
究
､
治
療
法
擁
立
の
た
め

の
研
究
文
を
大
堀
将
領
し
て
く
だ
T
U
い
.

_
特
定
疾
風
嗣
茸
研
究
群
集
'
特
定
疾

忠
治
肝
研
究
平
兼
あ
わ
せ
て
､
毎
年
十

億
円
か
ら
十
数
億
円
が
増
額
さ
れ
て
い

る
.
網
重
研
究
梁
に
つ
い
て
も
増
額
苧

求
し
て
い
る
.
(
保
健
医
群
局
疾
病
対

熊
尿
)

二
､
性
病
､
性
性
疾
患
な
ど
の
予
防
､
早

期
発
見
､
早
期
治
療
の
た
め
の
書
門
医
療

体
制
姦
立
し
て
く
だ
さ
い
.

工
匠
軒
法
改
正
案
で
､
r
疾
病
の
予
防

の
た
め
の
括
旋
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

E
T
t
ン
ま
で
を
含
む
良
架
か
つ
適
切
な
も

の
｣
を
医
蝶
理
供
の
理
念
と
し
て
抱
け

て
お
り
､
医
村
法
改
正
案
で
医
硬
損
閑

を
戟
能
分
化
す
る
が
､
そ
の
定
着
塾
屑

沫
群
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
.

専
門
医
軒
も
そ
の
中
で
検
討
す
る
.

(
健
康
政
熊
局
稔
耕
群
)

ニ
l
J
且
公
立
底
意
8
東
に
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
せ
L
t
鞍
病
柏
餅
体
馴

を
確
立
し
て
く
だ
さ
い
.

■
病
虎
の
性
格
に
そ
っ
て
配
亜
す
る
か

ど
う
か
決
め
る
も
の
で
1
枚
に
配
旺
す

べ
し
と
は
い
え
な
い
.
(
健
餅
政
策
局

.
E
串
F
u

■
無
窮
の
相
族
に
つ
い
て
は
､
平
成
元

年
度
か
ら
｢
難
所
患
者
梱
映
モ
デ
ル
事

菜
｣
を
七
県
で
実
施
し
て
い
る
.
今
後

も
実
施
県
を
増
や
し
て
い
き
た
い
.

(
保
健
医
鮮
局
戻
飼
対
熊
放
)

四
'
特
定
疾
患
明
菜
研
究
班
'
各
県
特
定

疾
患
協
雄
金
に
患
者
･
家
族
代
丑
を
事
加

i
U
せ
て
く
だ
さ
い
.

T
様
封
の
研
究
社
は
も
っ
ぱ
ら
医
学
的

専
門
家
で
構
成
し
て
い
る
.
班
良
と
し

て
患
者
･
家
族
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は

好
し
い
｡

缶
迫
府
痕
も
医
学
的
専
門
家
に
よ
っ

て
蛾
成
さ
れ
て
い
る
の
で
､
息
巻
･
家

族
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
燕
し
い
の
で

は
な
い
か
.
(
保
健
医
府
局
疾
病
対
策

劉
E

五
'
各
県
に
性
病
セ
ン
タ
1
を
放
せ
し
て

く
だ
さ
い
.

I
q
そ
の
よ
う
な
計
画
は
持
っ
て
い
な

い
.
(
良
康
政
沌
局
租
称
操
)

六
'
必
要
な
入
院
は
期
間
に
関
係
な
く
保

辞
し
て
く
L
)
さ
い
.

●

■
制
限
す
る
つ
も
り
は
な
い
.
医
村
法

改
正
案
g
E
議
で
､
入
院
三
カ
月
で
辞
輩

型
病
床
群
に
移
す
と
い
わ
れ
て
い
る

が
､
病
状
に
あ
っ
た
医
辞
捷
供
を
し
て

い
く
も
の
で
､
三
カ
月
で
移
す
つ
も
り

は
な
い
.
(
陣
俳
汲
水
局
地
秘
技
)

l
l
l
入
院
時
医
学
管
理
料
が
病
院
追
い
出

し
に
つ
な
が
る
I
U
は
想
定
し
て
い
な

い
.
事
例
を
紹
介
し
て
く
れ
れ
ば
､
個

別
に
相
中
す
る
.
(
保
険
局
医
府
政
)

七
'
稚
病
患
者
ら
の
在
宅
医
療
を
保
粋
す

る
た
め
の
住
F
5
枚
を
は
じ
め
と
し
た
条
件

菟
溝
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
.

■
平
成
二
年
度
か
ら
モ
デ
ル
的
に
地
域

を
決
め
て
在
宅
医
蚊
の
研
究
を
す
す
め

て
い
る
.
(
蝕
駅
改
発
局
地
珠
現
)

T
特
番
者
社
会
参
加
促
進
や
菜
(
再
S
t

後
は
｢
酵
脊
者
の
明
る
い
く
ら
L
L
促

進
事
業
)
の
中
の
身
体
障
害
者
住
宅
改

遵
指
申
達
助
辞
薬
が
身
体
沖
告
者
に
つ

い
て
は
利
用
で
き
る
.
(
社
会
局
更
生

荘
)十
高
齢
者
の
住
宅
監
術
に
つ
い
て
は

r
商
船
者
住
宅
軽
伯
宍
金
貸
付
制
度
｣

が
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
.
(
大

臣
官
房
老
人
保
郎
福
祉
部
老
人
福
祉

扱
)

<
'
医
濠
や
介
助
が
必
要
な
姓
病
患
者
の

た
め
の
医
棄
･
生
活
施
奴
を
投
書
し
て
く

だ
さ
い
.

■
概
弼
息
巻
の
中
附
施
設
的
な
も
の
が

●

必
要
で
あ
る
と
い
う
猿
払
は
局
内
で
も

で
て
い
る
.
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
｡俄
ジ
ス
の
患
者
用
に
は
国
立
群
集
所

を
故
能
つ
け
し
て
い
る
.
(
保
健
医
好

局
疾
爾
対
先
払
)

■
身
体
障
害
者
♯
誹
施
設
の
特
損
者
が

多
く
､
今
年
度
'
こ
の
解
消
と
個
室
の

毛
髄
に
筋
力
し
て
い
る
.
(
社
会
局
更

生
株
)

I
.
特
定
疾
患
治
者
研
究
事
等
小
児
淡

色
特
定
疾
患
治
溌
研
究
事
業
の
対
象
疾
患

を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
.

あ
わ
せ
て
'
各
社
公
f
K
医
療
制
度
を
拡

充
し
て
く
だ
さ
い
.

'
毎
年
拓
力
し
､
指
定
の
増
加
を
し
て

い
る
.
特
定
疾
患
憩
堺
会
の
意
見
も
聴

い
て
ー
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
.

(
保
健
医
汝
局
疾
珂
対
策
汲
)

t
小
児
唖
性
特
定
疾
忠
治
蝶
研
究
中
妾

に
つ
い
て
今
年
度
は
神
鐘
･
肪
疾
患
群

を
新
た
に
追
加
し
L
J
.
(
児
里
奈
応
局

母
子
衛
生
払
)

二
､
特
定
疾
患
医
辞
受
拾
老
荘
の
申
鎌
手

玩
さ
を
厄
素
化
し
て
く
だ
さ
い
.

■
罷
息
の
有
無
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
の
で
い
ま
以
上
の
簡
素
化
は
セ

し
い
.
(
保
健
匿
軒
局
疾
病
対
態
叔
)

三
､
小
児
仕
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

の
年
a
B
制
限
を
抽
廃
し
て
く
だ
さ
い
.

J
(
十
八
歳
あ
る
い
は
二
十
額
と
い
う

年
蛤
制
限
の
廃
止
は
'
｢
小
児
の
健
全

な
背
成
｣
と
い
う
)
藁
の
趣
旨
に
あ

わ
な
い
の
で
で
き
な
い
.
(
児
尭
密
度

局
母
子
衛
生
辞
)

四
､
高
額
ま
書
文
の
自
r
L
]
負
担
限
度
領
を

引
き
下
げ
て
く
だ
さ
い
.

■
主
と
し
て
労
働
者
の
東
金
水
準
を
み

な
が
ら
投
定
し
て
い
る
.
市
町
村
民
税

非
鉄
税
世
帯
な
ど
此
所
得
世
帯
へ
の
出

女
や
世
帯
全
書
制
度
な
ど
の
配
点
も
し

て
お
り
､
当
面
引
き
下
げ
る
考
え
は
な

い
.
(
保
険
局
保
険
軒
)

五
､
高
度
先
進
区
点
は
全
面
的
に
保
塁

用
し
て
く
だ
さ
い
.

1
_
中
央
社
会
保
険
医
辞
協
灘
会
の
岩
見

を
聴
き
な
が
ら
塀
次
靖
用
し
て
お
り
'

現
在
､
十
二
疾
病
を
高
波
先
週
医
者
と

し
て
指
定
し
て
い
る
.
(
保
坂
局
医
辞

dB)

I
'
t
B
た
き
り
の
在
宅
禁
患
者
に
介
凍

手
当
を
支
給
し
て
く
だ
さ
い
.

●
■
身
体
Z
B
告
者
に
は
特
別
介
捜
手
当
制

度
が
あ
る
が
'
支
給
対
魚
は
､
寝
た
き

り
'
長
期
に
わ
た
り
絶
対
安
B
と
庶
し

く
'
三
カ
月
以
上
入
坑
し
て
い
る
人
は

対
象
外
と
な
る
.

し
か
し
'
難
所
患
者
を
対
象
と
し
た

介
較
手
当
制
度
は
現
状
で
は
な
い
.

(
社
会
局
更
生
評
)

二
､
不
合
理
な
拝
青
年
会
の
失
稚
制
度
は

改
善
し
て
く
だ
さ
い
.

t
た
し
か
に
失
権
制
度
に
つ
い
て
合
理

的
な
根
拠
は
な
い
.
支
給
停
止
後
な
ぜ

三
年
で
受
給
権
を
喪
失
す
る
の
か
､
校

勘
を
悦
明
す
る
こ
と
は
無
し
い
.
(
守

金
局
年
金
艮
)

三
､
辞
書
年
金
は
生
活
で
き
る
年
金
額
に

引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
.

■
本
年
度
か
ら
完
全
ス
ラ
イ
ド
制
を
好

入
し
､
年
金
餅
を
引
き
上
げ
た
.
こ
れ

以
上
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
保
険
料

を
負
抱
す
る
人
の
生
活
を
圧
迫
す
る
こ

と
に
な
り
難
し
い
.
(
年
金
局
年
金
提
)

四
'
病
状
の
変
化
が
な
い
の
に
辞
書
年
金

を
支
冶
g
:
止
す
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ

い
.
■
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
基
本
的
に
は
あ

り
え
な
い
.
網
状
畦
狂
の
場
合
は
そ
の

よ
.
毒
こ
と
は
あ
る
が
､
そ
の
埼
合
で

も
1
年
関
は
警
見
て
(
予
弼
鑑
定
)

翌
年
､
病
状
が
面
定
し
た
と
し
て
支
給

呼
止
の
拾
牡
を
と
っ
て
い
る
.
用
状
那

●

ま
っ
た
く
同
じ
で
支
給
停
止
す
る
こ
と

は
な
い
.
閉
場
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
れ

ば
個
別
に
も
相
放
す
る
｡
(
社
会
保
険

庁
速
宮
部
年
金
管
理
か
)

J
'
姓
病
患
者
･
土
庄
牡
性
疾
患
患
者
な

ど
に
も
身
体
仲
害
者
福
祉
法
の
着
用
範
囲

を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
.

T
身
体
特
車
者
福
祉
法
の
適
用
対
象
者

は
､
持
寄
に
な
っ
た
粁
f
E
q
の
如
何
を
問

わ
な
い
.
辞
書
だ
定
義
畔
に
故
当
す
れ

ば
鞍
弼
患
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
法
対
象
に
な
る
.
(
社
会
局
B
(

生
操
)

二
､
鞍
病
患
者
･
件
育
毛
･
書
巻
の
た

め
の
ケ
ア
付
き
住
宅
､
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
#
投
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
.

■
身
休
符
春
着
福
祉
ホ
ー
ム
の
梅
雨
を

す
す
め
て
い
る
.
(
社
会
局
更
生
扱
)

■
連
投
省
の
所
管
だ
が
都
道
府
県
･
社

会
福
祉
法
人
で
シ
ル
バ
ー
･
ハ
ウ
ジ
ン

グ
を
す
す
め
て
い
る
.

T
人
ぐ
ら
し
老
人
の
た
め
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス
も
す
す
め
て
い
る
.
十
年
間
で
上
丁

万
床
(
原
期
個
萎
)
を
盤
葡
す
る
こ
と

に
し
て
い
も
.
(
老
人
捉
牡
福
態
1
老

人
福
祉
弗
)

ニ
l
J
住
宅
難
病
患
者
の
た
め
の
住
宅
改
造

d
t
を
補
助
し
て
く
だ
さ
い
.

t
身
体
韓
害
者
､
珂
神
村
覇
者
に
つ
い

て
は
制
度
が
あ
る
が
､
身
柄
患
者
を
対

象
と
し
た
制
度
は
な
い
.
(
社
会
局
更

生
荘
)

四
､
鉄
道
葺
身
体
陣
害
者
割
引
制
度
の

臣
杜
制
限
を
廉
止
し
'
特
急
･
寝
台
料
金

も
割
引
の
対
象
と
し
て
く
L
J
さ
い
.
ま
た
'

身
休
陣
害
者
手
蛙
を
持
た
な
い
鞍
病
患
者

も
蔀
引
制
度
の
対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
.

■
l
R
は
他
の
利
用
者
の
免
租
靖
に
な

る
の
で
串
良
制
限
廃
止
'
料
金
の
割
引

は
難
し
い
と
い
っ
て
い
る
.
辞
生
省
と

し
て
も
連
輸
管
に
要
れ
し
て
い
る
.

(
社
会
局
更
生
か
)

五
'
鞍
病
患
者
の
公
営
住
宅
の
亜
先
入
官

権
を
托
め
て
く
だ
さ
い
.

)
身
体
持
善
着
手
蟻
四
蔽
以
上
の
Z
B
草

者
に
つ
い
て
は
せ
先
入
居
の
扱
い
を
し

て
い
る
.
(
社
会
昂
更
生
g
5
)

六
､
補
注
具
､
E
I
]
常
生
活
用
具
､
自
助
兵

の
給
付
制
限
を
捷
和
し
､
必
要
な
件
書
者

(
持
病
点
者
)
に
は
拾
付
し
て
く
だ
さ
い
.

J
t
給
付
制
限
を
捷
和
す
る
こ
と
は
鞍
し

い
.
個
別
的
事
例
で
は
相
映
に
の
れ
る
.

(
社
会
局
更
生
技
)
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し　らせ

*日時･平成2年12月9日(日)午後2時より午後5時まで

*会場･札幌市中央区商7粂西3丁目

rジャスマックプラザ5階

鼻{パーティ削大人､4500円･中高生.2500円
小学生,幼児, 1500円です

なを詳しいことは後程rなんれん｣でお知らせいたします

●

メ飾りの申し込みのお願い

あすなろ会では11月よりメ飾り申し込みを始めました｡毎年皆様にお廠

いしておりますが,昨年は伸び悩み会への還元金も少なく大変苦労いたし

ました.どうか今年は一つ会見皆様の御協力せつにお戯い致しますu

｢ヵタロク｣は発病センター　にございますので､お問合せください｡なを申

し込みのさいはかならず｢あすなろ会｣の部会名を入れ手くださいo　入れ

ないと会に還元金がまいりませんので.宜しくお戯い致します｡

にありますので

17



天然の植物原料から生れた
『無公等洗剤』 0?お勧め/

●

皆様の日頃のご描躍に敬意を表します｡

大切な自然を守り､本当に安心して使える天然素材の商品を

求める人たちの声にお応えし､菜の花から生れたなたね油を

原料にした無公賓洗剤『某の花畑』シリーズの販売を実施い

たしますので.御協力を宜しくお酌い致します｡

ぉ酌､になる時はかならず｢あすなろ会｣と言って下さいつ

●

パッケージ 儼冖ﾊHｷ��ｲ�定価 �7�6(5��ｸ5r�品名.寄進 �.��� 

a ��I�9w��靈"�1060円 �*2�シャンフ●- ��"��ｳ�冷� 

- �#���ﾆﾆﾂ�亅Hﾊ��800ml 

洗濯用石故 詰替え用 500pl �#��冷��5h88987h�ｲ��(.(*iw��C��64｢�480円 

l ��H�w��靈"�360円 ��ﾊ2�リンス ��#��冷�

600nzl � 塔��苒� ���

台所用石蛾 詰替え用 ����冷��8ｨ985��ｶﾉ�h*iw��480円 

ぷ 鼎��貭�價lOOnl 

※ご碇供価格は定佃の10%引きです(但し･消費税は含まれておりません)

難病連ギフトプラザ贈答館　　TEL 0120-06-4147

札幌市豊平区美園1免3丁目　　FAX 011-812-1292

団体名
傭　人　参　加　部　会

あすなろ会

18



署名運動のお厭い

会報に閉じてあります署名用紙は会報よりはずして御使用下さい一枚の用

紙に,なるべく10名書いていただいて下さい｡特に本年度は道庁からで

る補助金がrあすなろ会｣の分は半分に削られるところでした｡いま国や

道.市､などは発病息者の事などもう忘れかけてきています､それだから

私たちは街頭に立ち市民の皆様に訴えてまいりましたb生活保護者への秘

●'付け難病息者へのいやがらせにも負けずどうか署名運動に協力をお蔽い

致します.なを来年度は一人でも多く国会請磨りこ行けるようにr募金｣も

ぜひお願い申し上げます｡

郵便　振替　用　紙　しこ　つ　t,､て

最近会見の方より会熟送くりたいが振替用紙送って下さいと-　お電話やお手

紙をいただきますが｢あすなろ会｣ではかならず4月下旬に会報につけて

送っておりますが､もし入れわすれが･ありましたら郵便局にも用鼓は置

●いてございますので･そちらをお使い下さい8お顧い致します｡
r口座番号･小樽･ 1 ･ 7094番｣です

加入著名･個人参加部会･あすなろ会･です

9-

十
草
月
渉
の
成
田
さ
ん
の
攻
嶋
よ
り
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あすなろ 院紹介
札幌市豊平区北野7粂5T一日1 2-40*内科･神経科*足立医院*

*札幌市北区北14粂西5丁目･北大病院内

*第2内科*小児科*神経内科*皮膚科*

*札幌市中央区北4粂西7丁目*札幌厚生病院*

*札幌市酉区24軒2粂2丁目4番30

*北祐会神経内科病院　*

*札幌市豊平区月寒西1粂1 0丁目4　3　8

米札幌明和病院*

3:札幌市東区伏古1 0粂2丁目　　*勃医協中央病綻*

*札幌市東区本町1粂1丁目　　北海道消化番科病院*

*　札幌市南区定山渓温泉西3丁目*渓仁会定山渓病院*

*札幌市手樽庄前出1粂1 2丁目　35　5番地

*手稲渓仁会病院*

蛸頓市東区北2 7粂東1丁目♯｢言芸'昌芯㌻蒜ニ~三
*心dE･血管. ･･義外科･

愛心メモリアル病院*
_　　　　_　　　_ __｣

> ､｣ンr､く> ､｣二･r､ 令 ㌧阜･5~ヽく> ､｣ンrヽく> ､_£･て｢､

柘集人　個人参加難病息者の会
あすなろ会　石川　実

札幌市中央区商4粂西1 0丁目
電話512-3233

昭和48年1月13日第3櫨
郵便物認可~三二豊実･-=t -

札幌市北区北1 3灸西IT日

くL一命､Jす

会費の細入率が大変悪く会の道営に

支障きたして居りますので､この度

の会報発送後､会費を納入していた

だけなければ､会報の配送は止めさ

せて戴きますのでお許し下さいo

なを会費を収めていない人は2､ 3

年どころか入会どきから収めており

ませんので.やもえず退会あっかい

に来年度よりさせて戴きますので

宜しくお威いいたします｡
く> ヽ-シ:｢､く> ＼∫づ→く> ヽ.∫づ- 令 ヽ_穴｢､ ･金･ ヽ_舛-～く> LSイ-､く> ヽ∫て｢､く> ､__;ィ｢､く> ､J:一r･く> ･一旦1｢､く> ､Jこすヽ
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